


高知バッハカンタータフェライン【合唱】
1997年4月高知大学助教授（当時）小原浄二氏の呼びかけにより、J．S．バッハを中心とするバロック及び古典の声楽作品を研究・演

奏する団体として発足。メンバーは合唱経験も年齢も多種多様だが、小原氏の指導のもと心を一つに練習に励んでいる。

1998年3月の第1回演奏会以来、毎年春に演奏会を開催。バッハのカンタータ多数・ヨハネ受難曲・モテット、モンテヴェルディやシュッ

ツ、ヘンデル等の作品を取り上げ、“土佐の地にもバッハを”の想いのもとに意欲的な活動を行う。

2002年にはドイツから初来日したライブツイヒ・バロック・オーケストラと共演し、コンサートマスターより「光を放つような素晴らしい合唱

」と高い評価を得る。また、その縁から2004年夏にはドイツ演奏旅行を果たし、アイゼナハ・アイスレーベン・ライブツイヒなどバッハゆかり

の地での演奏会に出演、その暖かい音色と確かな表現力は現地でも絶賛された。

更に2008年（第2回）、2012年（第3回）、2016年（第4回）、ドイツ演奏旅行を重ねる。演奏会はいずれも好評を博し、現地聴衆よ

り「これまで聴いてきたバッハの中で、最も心に響くものだった」「大変内容の濃い演奏であり、深く感動した」「ドイツ人でも難しいテキストの

発音が完璧だった」などの賞賛を得た。

近年は、バッハの作品をドイツだけでなく地元の教会で演奏させて頂きたいという想いから、高知市内のカトリック中島町教会、日本福音

宣教会高知西福音教会、清和女子中高等学校チャペル、日本基督教団高知教会、日本基督教団土佐教会などでコンサートを行っている。

そして2022年3月、初の東京公演を創立25周年記念演奏会として浜離宮朝日ホールで開催し大きな反響を得た。

小原浄二【指揮・バス】
岩手大学教育学部卒業後、東京芸術大学音楽学部声楽科に進学し首席で卒業。松田トシ賞受賞。同

大学院修士課程独唱科修了。声楽を、佐々木正利、伊藤亘行、多田羅追夫の各氏に師事。ドイツリート、

オラトリオを中心に研錆を積み、東京芸大時代には小林道夫氏のもとバッハカンタータクラブに所属し、

研究・演奏を行う。その後、国内外の演奏会にソリス化して出演。1991年にはウィーン楽友協会ホー

ルにおいて、ブラームスの「ドイツレクイエム」また1993年にはシュトウツトガルト、ケルン、ドレスデン、ワイ

マール等においで、フォルトナー「ヘルダーリンの詩による歌曲」を歌い好評を博す。1992－1994年に

は、鈴木雅明氏が音楽監督を務めるバッハコレギウムジャパンのコーラスマスター及びソリストとして活

躍。1994年～1995年ドイツ留学し、H．クレッチマール氏に師事。留学中も積極的に演奏活動を行い、

特に、ミュンヘン、ヘラクレスホールにおけるニュルンベルク交響楽団定期公演、J．ツイルヒ指揮、ハイドン

「天地創造」バスソロなどは、現地新聞紙上において絶賛される。帰国後も全国各地に招かれソロ活動

を行い、宗教音楽の世界的名指揮者である、HJ．ロツチュ、G．Ch．ビラ一等との共演や、新日本フィルハ

ーモニー交響楽団定期公演における、G．ポッセとの共演のほか、関西フィル、オーケストラ・アンサンプ

ル金沢、紀尾井シンフォニエツタ東京、スウェーデン放送合唱団との共演などで高い評価を得ている。1997年、高知バッハカンタータフェライ

ンの創設に携わり、以降指揮者として指導にあたっている。高知大学教授。高知大学教育学部附属特別支援学校校長。

◆ご来場の際は、マスクをご着用ください。 

【新型コロナウイルス感染予防に関するお願い】◆入場の際、検温・手指の消毒などにご協力頂く場合がございます。 

◆発熱など風邪の症状がある場合は、当日の来場をお控え下さい。 

高知IC　　　　慮農芸●冒呈

喜　…聖霊鮎誓翳駕語．詑書詣笈：ぞください0
£　書芸蒜宍禁望遠宗男豊鵠深謝豊野の運行が無くな。乱た。
◇高知市内中心部からの便数が多いバス停．
「新川通」（高知市春野町弘間中・国道56号線沿い・当館まで約3km）
「団地南口」（高知市瀬戸1丁目・県道34号線沿い・当館まで約6knn）

◇上記2か所のバス停⇔西分エリア（当館含む）運行のデマンドタクシーあり（要予約・決められた運
行時間あり）
◇春野町内または瀬戸・長浜地区の運行ルート上からはデマンドタクシーのみでのアクセスが可能
◇利用についてのお問い合わせ有限会社　第一さくら交通088－831－8088

里瞳細空濠　■アクセス


